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秘， Ｎ０ 産隻壷介玄 鋤 溶か検討し苑．

〔方法〕Ｉｃ戻 系灘燈マウ夙褐懲鰭騎 からとった脂肪

繭駆細胞を§嚢閥踏養し， 瀦滋綴 魁こ分化きぜて使溺

し 花．Ｌ 眈 溝 燈１嚢， 欄一 け 濠 次 イ ン 登 溺 い 加 水 分 解 後

の 服Ａ 放射 瀞塗よ簑， 漱 漱鶯濃魔繊Ｇｒ１㈱ｓ法１Ｘ 測

縫 し花
．

〔繕 剰 ③ ㌶ＯＳ 鰹欝薬 鮒・漱 鮒レ餐磁ｎ｛ｎｅ燃⑧宅ｈｙ１

㈱ 廠 （Ｌ剥 淡 鰍 砂、 蒙嚇 雛Ｇ螂 搬 滋湿鶯 （ＡＧ） は， い ず

れも 丁猟肌α（闘 蝿 伽王，婁磁）の 鵬む抑翻作燭登有懲

１こ 遼 断 し 淀． 汲 ｘ炎 概鴬 刷 ま搾 溺 鎌 認 め ら れ な か っ た．

②培養上溝串の蕊繍 籔 濃度憾，経時 鋤こ増カ比 花カ
§
，

Ｔ ＮＰ ⑫， 迅 ㈱ １ま， こ 拠 を 著 郷 こ 上 舞 し た． ③ Ｌ・

ＮＡ Ｍ混，洛Ｇ は い ず 派 も で鄭Ｐ一α の 漱 漱ｅ 上 昇 を 用 量

依 存 性 に 郷 翻 し た
． ④

災 Ｏ 襟 与 体 Ｓ－ｎｉｔｒｏｓｏ－Ｎ・

ａｃｅ芝ｙｌｐｅ滋ｃｉｎａ鰍 滋ｅ （Ｓ双 災 Ｐ） 争ま，
Ｔ Ｎ Ｆ一α に よ る

途ｉｔｒｉ芝ｅ 増 碗 と 同 等 の 増 椀 を 示 す 条 件 下；こ Ｌ 既 活 性 に

影 響 を 与 麦 塗 か っ 淀． ⑤ 抗 丁 鮒 一概 竜 ノ ク ロ ー ナ ル 抗

体 は， ＴＮＦ一α の Ｌ 沈 藩 僅 を 抑 鰯 し， ｎ 繍 ｔｅ 上 昇 を 抑

翻 し 花
．

〔縞 語〕 マ ウ ス 培 養 褐 毯 購 腕 綴 脚 こ お い て， ＴＮＦ一α

により ＮＯＳの誘導鉢総こ 篶 産隻きれた肉困牲 ＮＯ

淡，丁洲恥α のＬ脱 鱈燈郷翻僚 鰍ζ関努していること

が 添 駿 慈 扱 怒
．

３． 冠微動蹴趨蜷嚢鰭マウス 鰐ｃ必） の桑統化＆労

の縛徴ぼ 訟、て

（総綴綴鏡 甑 拙鱒翻学・発塗生物拳）

片繍緩景・欄州薬 ヨ

ＳＣＡ｛ｓ触童僅ｃ脱⑪囎ｒｙ鮒 廠ｙタマウ 刈ま冠状動脈起

始 翼 常 凄 示 玄 マ ウ 渓 で三 漆 教 室１こ 桃 ・て ｄｄＹ 系 歯 来 マ

ウ ス の 兄 妹 交 醐 こ漢 っ て 逓 交 系 他 さ 扱 走．ＳＣＡ マ ウ ス

は外都彩態および行 醐ま藍鴬である． 外 融こよって異

常 を 糊 定 す る こ と１ま で き な い ⑳ で， 園 定 し た 心 臓 の 大

動脈潟肉爾を実鉢鏡下で観察し冠獣動脈起始翼常を判

定 した
．
１～婁ｏ代 の 冠状 動賑 起婚 異常 の 発生率 は

９．１～５唾．遂％ で 乎 均婁６，３諾 で あ っ 花． 冠 獣 動 脈 起 始 異 常

は１～２⑪代までで遂１駆 確 独， 灘２㈱ 刺１Ｃ例にみ

ら れ， 爾 冠 撚 動 綴 崖 太 動 灘 潟 起 姶董Ｃ例 く雀．８％）， 両 冠

状動脈着大魏豚濁懸 繍 脇（至遂。跳１， 着錐冠状動脈２／

鰯 （５．ｏ％｝， 虚 箪 冠 紋 動 蘇 ８ 例 （夏，８％） で 海 つ 花． 代

を藁ね 馴 饒 扱て爾籟撚動脈積犬勤豚濁趨始秘多くな

る傾陶め溺 め惑扱， 澄積の滋撚動鰍の闘 酬こ嚢常淡な

い例でもいず狐カ功糧 轍こ対 鰍こ編獲するものめ溺お

れ た
．

ＳＣＡ マウ災の羅大の縛徴書凄，崖薦ゆ冠状動脈淡圃］

の犬動脈 瀞こ關図玄る超始翼篤を濠すことと享 起始異

常側の冠状動脈は全て爽動賑謹都と雛動賑幹の闇を通

り，そ の 後 の 冠 状 動 脈 ⑳ 産 繍 塞遜 鴬 と 濁 じ こ と で あ る．

冠状動脈は關ｏ彼蟹鳶涯 篤羨り綿爽 鰍ζ荏る場舎１こは

犬動脈 瀞 誠 比 鋭 餓こ鰯四じ汲リット撚を塁するこお

淡多い． 塗トでは澄滋状動綴着犬動綴禰趨始 繍ま爽然

銘の危険が 熟 壇 襲な湊慈のひ羨つ薮慈狐， 老の原鰯

；こ冠状動脈の趨婚議の影状を大動豚を鯖動綴閥登漣行

するこ ㍑ 蛎 ばらね 私 嶋 （書瀬釜§鰍， 濱 舳 鯛９）． 冠

状動脈趨始翼鴬の犠徴登もつｓｃ爽マウ 刈ま冠状動脈

挨 愚 の 発 デ ル 動 物 と し て 奮 溺 で あ る と 悪 お 批 る．

４． 勲帯の禽温環境の土壌からのアカントアメーバ

温度磁性株の分離

（１東洋医学研究所， 掴 際環境・熱欝医学）

凶 蒲 鴬三・里・ 松 本 克 夢 ・ 小 剰 １鰹 敏２

従来アメーバ性肉芽腫燈脳炎雫簿駿炎１ま殆ど温欝地

方 か ら の み 報 告 さ 扱， 熟 欝 の 患 看１ま極 釣 て 歩 澄 い． そ

の 原 因 は 封こ ア 勿 ン ト ア メ ー バ （炎ｃ篤 で） の 鑑 度 耐 牲

に あ る と 考 麦 ら 批 て お り亭 案 際１こ頚 在 蒙 で１こ知 ら れ て

い る ＡＣＮＴ の 頃 で 籍 養 濫 度遂２℃ 糠 縫 漢 級 で あ る．

演讃らは， 熱欝地汚の立壌表懸串の《ＣＸＴの紛布

状 況 を 把鑑 す る 蟹 鉤 で， 鰯遂緯３ 潟 潔 イ の 鵬劃ｒ

脇ｔｔ勧ｙ餐 飽 豚 で 予 鰯 調 麓 を し 稔．

５２箇所の土嬢妙ンプルの双偽 寒爽乎糎踏 繊こ漢る

分 離 鰭 養 ㌘６蔓．２鴻 か 蔭 淡ｃＮ γ 紡 糠 繊 慈 批 淀．
グ ル ー

プ 別 検 幽 薬 は， 亘亜欝 郷 王． 秘 ， 夏 欝 棚 §． 跳 ， 鵬 勅
奮

８．５％ で あ っ 淀． 鍬 土 の 繕 桑 か ら、 熱 欝 立 壌１こ１ま従 来 の

常識以上１こ萬拳に磁熟縫の ＡＣ㌶㌘湾粉 稀するこ ㍑ミ

考 え も れ 捻、 ぞ こ で， 醐 緯 § 月， 鱈 爽 続 き の 資 を 選

び， タイの岡＾勉墜のほぽ終蟹蜜鋭嚢党のあ花る４噛

所 の 歩 道 の：コ ン ク リ ー ト 上１こ付 着 し 苑 土 壌 を 採 取 し

た． そ の 結 果， ＡＣＮＴ 検 鑓 率 鮒 ？．５％ で， グ ル ー プ 別

検 艶 率 も ほ ぼ 同 じ で あ っ 定． 予 鰯 調 査 以 上１こ 巌 し い 環

境 下 の 今 回 の 検 体 か ら も， 東 京 と１ま ぽ 濁 率１こ ＡＣＮＴ

カミ検 畿 さ れ た こ と は， 混 欝 と 櫨 違 し て 蹴 勲 株 の 欧 範 な

土 壌 分 積 淡 予 想 さ 扱 淀． そ こ で、 第 二 鰯 慶 の サ ン プ ル

串 か ら 無 作 為１こ王蔓株 を 選 沙 磁 熱 操 の 選 択 を 行 っ 淀． タ

イ 産 ＡＣＮＴ は 潜 養 濫 嬢近２筍Ｃ で 発 鳶 輿 縁 凄 糠 鰯 ７．９％

と商薬であつた秘，賞球塵 酬夏鎌で 鰯．呈％と抄なカ灼

花． 塞 花， タ イ 嬢 シ ス ト 誓 株 の 浮 遊 液多ま 鮒 ｃ３ｃ分 の 熱

処鰹で発薄秘鰹欝慈扱怒秘，範繰撚態 刑ま呈２簿℃３０分で

も 発 鴬 可 能 で 彪 り 稔．

近隼， 熱瀞施芳でも 淡ｃ㌶で 纏の織欝湯激 箆慧批る

拭 奉調査で熱籍の薦濫耀蟻の立壌か島濃嬢蹴鑑株淡
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検出されたことから今後同株の感染性や病因性に対す

る 検 討カ 灌 ま れ た．

５
．
べ 一 チ ェ ッ ト 痛 患 老 多 核 自 血 球 の Ｃ３ｄ 卦 泌 に

ついて

（限科） 陳 麗理・小暮美津子

（解 剖 学 ・ 発 生 生 物 学） 西 川 恵 ・ 椙 川 英 三

（目的〕 繰 り 返 し起 こ る急 性 の強 い 多核 自 伽 球

（ＰＭ Ｎ） 浸 潤 は べ 一 チ ェ ッ ト 病 の 一 つ の 特 徴 で， 前 房

蓄膿の殆どはＰＭＮ がら成り， 房水 刺こは補体第三成

分 （Ｃ３） に由来する多核自揃球遊走因子が存在する．

本 症 の 病 態 形 成 に ＰＭ Ｎ の 果 た す 役 割 は 大 き く， こ れ

に 補 体 活 牲 化 の 関 与 洲 示 唆 さ れ て い る． 本 報 筈 は， ヒ

ト ＰＭ Ｎ が Ｃ３を 産 生 す る こ と に 注 目 し，べ 一 チ ェ ッ ト

痛 に お け る ＰＭ Ｎ 機 能 と 補 体 系 の 関 連 を，
べ 一 チ ェ ッ

ト 病 患 者 か ら 単 離 し た ＰＭ Ｎ を 用 い て 検 討 し た も の

で あ る
．

〔方 法〕べ 一 チ ェ ッ ト 病 患 者２５例 を 対 象 と し だ．
対 照

群として健常成人１４例を用いた． 患者あよび健常対照

の 末 梢 血 か ら フ ィ コ ー ル ニ 重 比 重 遠 心 漆 に よ り ＰＭ Ｎ

を 分 離・塘 養 後， 上 清 申 の Ｃ３ｄ を ＥＬＩＳＡ 法 で 測 定 し，

同 時 に ＰＭ Ｎ の Ｃ３ｍＲＮＡ 発 現 を ＲＴ－ＰＣＲ 法 で 観 察

し た．ヒ ト ＰＭ Ｎ の Ｃ３分 泌 機 構 に プ ロ テ イ ン キ ナ ー ゼ

Ｃ お よ び カ ル モ ジ ュ リ ン 系 の 関 与カま示 唆 さ れ て い る 淀

め，ＴＰＡ，カ ル シ ウ ム イ オ ノ フ ォ ア Ａ２３１８７を 添 加 した

培 養 群 も 作 製 し， 同 様 に 上 清 中 の Ｃ３ｄ な ら び に Ｃ３

ｍＲＮＡ 発 現 を 調 べ， 比 較 検 討 し た．

〔結 果〕 正 常 ヒ ト ＰＭ Ｎ は Ｃ３δ を 産 生 し， ＴＰＡ 刺 激

に よ っ て Ｃ３δ 分 泌 カ音増 加 し た．
べ 一 チ ェ ッ ト 病 患 者

Ｐ脳 Ｎ か ら の Ｃ３ｄ は 健 常 対 照 に 比 べ 有 意 に 高 値 で あ

り （ｐ＜０．．０
２）， 蛋 白 レ ベ ル で も 遺 伝 子 レ ベ ル に お い て

も η Ａ 刺 激 に 低 反 応 性 を 示 した． ま た， 患 者 群 で は 眼

発 作 に 関 連 し た Ｃ３ｄ の 変 動カミみ ら れ た．

〔結 語〕 べ 一 チ ェ ッ ト 病 患 者 の ＰＭ Ｎ は プ ラ イ ミ ン

グ さ れ て い る 可 能 性 が あ る． 眼 発 作
前 後 の 補 体 系 の 変

動 に ＰＭＮ も 関 与 し て い る こ と が 示 唆 さ れ た．

６． 先
天牲サイトメガ艘ウイルス感染の胎盤痛理所

見

（病院病理科） 藤林真理子・河上牧夫

（母子医療センター） 岩下党利・中林正雄

帽 的〕 サイトメガロウイ ルス （ＣＭＶ） は先天性感

染 の 原 因 と し て は 最 も 多 い も の で あ るカミ， 当 科 で も 至

年 間 に ３ 例 の ＣＭ Ｖ 胎 盤 炎 を 経 験 し た． Ｃ ＭＶ 胎 盤 炎

の 病 理 所 見， 病 理 診 断 上 の 問 題 点 に つ い て 述 べ る．

（症例１〕母は４２歳， 妖娠２７週で胎内発育遅延を指摘

さ れ， 精 査 の た め 入 院 し た 所， 胎 児 は 仮 死 状 態 に あ り

帝 王 切 開 施 行． 据 は５８８ｇ．

〔症 例 ２〕母 は２９歳． 姓 娠２０週 で 超 音 波 上， 胎 児 の 腹

水， 腎 焚 損 を 指 摘 さ れた．
Ｐｏｔｔｅｒ 症 候 群 を 疑 わ れ２１週

で 分 娩 し た． 児３８０ｇ， 剖 検 は 施 行 さ れ な か っ た．

〔症例３〕母は２５歳， 妊娠２５週で胎児の腹水を指摘さ

れ た． 母 体 血 の ＣＭ Ｖ 抗 体 価 高 値． 胎 児 は 肝 脾 腫 ・ 脳

室 拡 大 ・ 石 灰 化 を 示 す．
３２週 で 帝 王 切 開 施 行．

〔胎盤所見〕症例１， ３は絨毛間質細胞や栄養膜細胞

の好酸球性壊兜および形質細胞性絨毛炎を示 した． 初

回 の 検 索 で は“フ ク ロ ウ の 目’樹 入 体 は 見 つ か ら な か っ

た が， 標 本 追 加 作 製 お よ び２．５μｍ 程 度 の 薄 い 切 片 の 作

製 に よ り 最 終 的 に 封 入 体 カミ見 つ か っ た． 症 例 ２ は 多 核

巨細胞を伴う肉芽腫を多数形成しており， きわだった

組織所見を呈しだ． 免疫組織化学で抗ＣＭＶ 抗体が絨

毛 に 陽 性， 紬 ｓ腕 的ｂｒ熾 ｚａｔｉｏｎ （ＩＳＨ） で ＣＭ Ｖ 遺 伝

子 が 絨 毛 に 検 出 さ れ た． 再
薄 切 し た 切 片 が ら 最 終 的 に

封 入 体 も 見 つ か っ た．

〔考 察〕症 例 １， ２ の よ う に 臨 床 的 に 本 症カミ疑 わ れ な

くても絨毛炎があれぽ積極的にＣＭＶ感染症を疑うべ

き で あ る． 特 に 絨 毛 間 質 細 胞 ・ 栄 養 膜 細 胞 の 好 酸 性 壊

苑 お よ び 形 質 細 胞 性 絨 毛 炎 の 所 見 は 有 望 で あ る．
ＩＳＨ

では封入体細胞よりもはるかに多くの細胞でウイルス

遺 伝 子 カミ検 幽 さ れ 有 用 で あ る．

７． Ａ ｍｐｌａｓｔｉｃ１趾ｇ６ ㏄ ｍ ｙｍ 批ｏｍａ （ＡＬＣＬ） の

組織像を皇した皮膚腫瘤型 蛆 肌 の玉例

（第 二 病 院 １内 科ＩＩ， 彼 膚 科，
島病院病理科）

加 藤 義 棚 ・ 福 与 搬 召１・ 安 山 雅 子’・

川 内 喜 代 隆’・ 詫 摩 武 英’・ 森 治 機１・

島 貫 洋 子２・ 原日ヨ敬 之２・ 相 羽 元 彦呂

〔症 例〕５９歳， 男 性， 香 川 県 出 身． 主 訴 は 右 背 部 腫 瘤．

１９９雀年 ３ 月 頃 よ り 右 背 部 の 腫 瘤 に 気 付 い た が 放 置 し

た． ７ 月 頃 よ り 増 大 傾 向 を 認 め た た め 当 院 皮 膚 科 に 入

院 し 腫 瘤 摘 出 術 （２，５ｘ２．５ｃｍ） を 施 行 し た． 悪 性 リ ン

パ 腫 を 疑 わ れ 精 査 加 療 目 的 に て１０月 当 科 転 科 と な る．

〔理学所見およ び検査成績〕皮疹，皮下腫瘤は認めず，

表 荏 リ ン パ 節 や， 肝 脾 は 触 知 し な か っ た． 末 梢 血 所 昆

で は， 禽 血 球 数５，迅⑪０／μ１ で 異 型 リ ン
パ 球 は 認 め な か っ

た
．
ＬＤ Ｈ
，
Ｃａ
２＋ は 正 常 で

，
抗 Ｈ Ｔ Ｌｙ一ユ 抗 体 カ§２

，
０雀８倍

と 高 値 を 示 し た． 全 身 の Ｃ
Ｔｓｃａｎ， 超 音 波 検 査 上 リ ン

パ 節 腫 犬， 臓 器 浸 潤 は な く， Ｇａ シ ン チ で は 右 背 部 に

ｈｏｔｓｐｏｔ を 認 め る 以 外 異 常 集 積 は 認 め な か っ た．

〔皮膚腫瘤の病理所屍〕腫瘍綴泡は真皮 刺こ多結節性

一 ４５６ 一




